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所
沢
市
指
定
文
化
財

（無
形
民
俗
）

岩

崎

彫

獅

子

舞

岩
崎
彫
獅
子
舞
は
、
所
沢
市
山
口
の
岩
崎
地
区

に
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
毎
年

一
〇
月
の
第
二
土
曜

日
に
瑞
岩
寺
境
内
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
起
源
は

古
く
、
江
戸
時
代
初
期
に
遡
る
と
伝
わ
り
ま
す
。

昭
和
四
四
年
六
月
二
七
日
、
所
沢
市
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
同
年

「岩
崎

獅
子
舞
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

二
人
の
舞
手
が
、
そ
れ
ぞ
れ
頭
上
に
獅
子
頭
を

か
ぶ
り
、
腹
に
太
鼓
を
く
く
り
つ
け
て
、
こ
れ
を

撥
で
打
ち
な
が
ら
、
笛
と
影
の
音
に
合
わ
せ
て
舞

い
踊
る

一
人
立
ち
の
獅
子
に
あ
り
ま
す
。
獅
子
の

ヽ
ヽ
ヽ

，
つ
つ
こ

周
囲
に
は
彫

子
と
呼
ば
れ
る
伴
奏
者
が
そ
れ
ぞ

れ
立
ち
、
彩
り
鮮
や
か
な
花
笠
を
か
ぶ
つ
て
、
左

右
の
手
に
持

っ
た
影
を
す
り
合
わ
せ
て
音
を
出
し

や
ま
ぶ
し
　
　
　
　
　
　
ば
う
つ
か
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
山
伏

（
一
名
）
、
棒

使

（四

は
え
お
い

名
）、
蝿
追

（
一
名
）、
笛

（四
名
以
上
）
の
役
が

あ
り
、
二
〇
名
前
後
の
人
た
ち
で
演
じ
ら
れ
ま
す
。

獅
子
舞
が
始
ま
る
前
と
後
に
、
舞
庭
を
清
め
る

棒
使
の
凛
々
し
い
姿
、
勇
壮
な
獅
子
の
舞
、
膨
子

の
可
愛
ら
し
い
姿
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
は
満
載
で
す
。

ま
た
、
膨
子
の
花
笠
の
頭
上
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「日

（太
陽
）
」
と

「月
」
と

「牡
丹
の
花
」
が
付

い
て
い
ま
す
。
日
の
修
子
は
大
獅
子
と
、
月
の
影

子
は
中
獅
子
と
、
牡
丹
の
影
子
は
牝
獅
子
と
組
ん

で
舞
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
も
ご
注
曰
く
だ
さ
い
。

な

が

も

と

長
元
が
、
慶
長

一
九
年

（
一
六

一
四
年
）
の
大
坂

冬

の
陣
に
お
い
て
戦
功
を
立
て
た
帰
り
に
京
都

ヘ

立
寄
り
、
三
頭
の
獅
子
頭
を
買
い
求
め
て
獅
子
舞

の
師
匠
を
伴

っ
て
凱
旋
し
て
、
村
の
若
者
た
ち
に

稽
古
を
さ
せ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
わ
り
ま
す
。

い
わ

さ

き

さ

さ

ら

し

し

ま

い

岩
崎
村
を
知
行
し
た
地
頭

（旗
本
）
の
宇
佐
美

う
　
さ

　
み

お

お

じ

し

　

な

か

し

し

ま

い

ば

起
源
伝
承

特
徴

ス
ト
ー
リ
ー

見
ど
こ
ろ

二
頭
の
牡
獅
子

（大
獅
子

。
中
獅
子
）
と

一
頭

の
牝
獅
子
が
遊
び
戯
れ
て
い
る
中
、
牝
獅
子
を
我

が
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
牡
獅
子
が
互
い
に
争
い

ま
す
。
し
か
し
、
牝
獅
子
の
調
停
に
よ
つ
て
争
い

を
や
め
、
三
頭
の
獅
子
は
平
和
な
牡
丹
の
花
園
に

終
日
舞
遊
び
ま
す
。



道
具
類
の
紹
介

【獅
子
頭
】

彫

子
が
左
右
の
手
に
持
つ
道
具
で
す
。
竹
筒
の
　
　
　
影

子
が
か
ぶ
る
黒
塗
で
円
形
の
笠
は
、
側
面
に

桐
材
の
竜
頭
で
、
朱
塗
、
日
・
鼻

・
歯
は
金
塗
。

大
獅
子
は
朱
と
金
の
二
色
の
ね
じ
れ
角
が
二
本
、

下
半
分
を
茶
完
の
よ
う
に
細
く
割

っ
た
も
の
と
、　
　
金
色
の
牡
丹
の
花
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
頭
頂
の

木
を
筒
状
に
切
っ
て
、
反
面
を
三
分
の
二
程
ま
で

　

中
央
部
に
は
、
ヨ
シ
ノ
バ
ナ
と
称
す
る
造
花
が

一

中
獅
子
は
真
直
ぐ
な
角
が
二
本
つ
き
、
牝
獅
子
に

　

ギ
ザ
ギ
ザ
に
刻
ん
だ
も
の
を
両
手
に
持
ち
、
す
り

　

六
本
、
根
元
を

一
つ
に
ま
と
め
て
さ
し
て
あ
り
ま

は
角
が
あ
り
ま
せ
ん
。
三
頭
と
も
頭
頂
に
金
色
の
　
　
合
わ
せ
て
音
を
出
し
ま
す
。

す
。
こ
の
造
花
は
、
下
か
ら
赤

・
白

・
赤

・
白

・

宝
珠
を
も
ち
、
上
唇
に
七
本
の
金
色
の
剣
先
が
つ

き
ま
す
。
ま
た
、
鼻
に
自
い
髭
を

つ
け
、
耳
は
赤
、

金
色
の
牙
を
も
ち
ま
す
が
、
牝
獅
子
の
歯
は
ギ
ザ

ギ
ザ
が
な
く
、
の
っ
ぺ
り
と
し
て
い
ま
す
。

頭
髪
は
、
頭
部
全
体
に
東
天
紅
の
羽
毛
を
用
い
、

後
頭
部
に
は
コ
ン
ド
サ
と
呼
ば
れ
る
濃
紺
の
和
紙

を
細
か
く
切
っ
て
作

っ
た
も
の
を
、
タ
テ
ガ
ミ
の

よ
う
に
長
く
た
ら
し
ま
す
。
前
頭
部
に
は
、
唐
草

模
様
の
ミ
ズ
ヒ
キ
と
呼
ぶ
幕
を
下
げ
ま
す
。

※
起
源
伝
承
四
百
年
を
機
に
、
平
成

２６
年
度
文
化
庁
文
化
芸
術

振
興
費
補
助
金

（文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
）

な
ど
に
よ
り
、
獅
子
頭
と
太
鼓
の
修
理
を
実
施
し
ま
し
た
。

と
う

て
ん

こ
う

「
フ

′
′
“

Ｆ
製
□
月
」

▲獅子頭 (左か ら大獅子・中獅子・牝獅子 )

【花
笠
】

さ

さ

ら

つ

こ

つ
て
開
い
て
い
ま
す
。
ョ
シ
ノ
バ
ナ
は
か
つ
て
は

赤
と
交
互
に
枝
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
上
部
に
向
か

魔
除
け
の
お
守
り
と
さ
れ
、
獅
子
舞

の
後
に
も
ら

っ
て
帰
り
、
家

の
本
戸
に
さ
げ
た
と
い
い
ま
す
。

花
笠
の
造
花

の
内
部
に
は
、
花
に
囲
ま
れ
る
よ

う
な
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
金
色

の
日

・
銀
色

の
月

・

ピ
ン
ク
色

の
牡
丹
の
花
が

つ
き
ま
す
。
ま
た
、
日

と
月
に
は
、
そ
れ
を
覆
う
よ
う
に
黄
色

の
紙
を
細

か
く
切

っ
て
作

つ
た

ス
ス
キ
を
さ
し
、
牡
丹
に
は
、

ス
ス
キ
の
代
わ
り
に
小
さ
な
牡
丹
の
花
が
た
く
さ

ん
さ
し
て
あ
り
ま
す
。



所
沢
市
指
定
文
化
財

（歴
史
資
料
）

と
宇
佐
美
長
歳
の
娘
の
間
に
生
ま
れ
た
子
（俊
忠
）

は
た
も
と

う
　
さ
　
み
　
け

　

　

く

が

い

け
　
　
は
か

ま
さ

ひ
さ

ま
さ
と
も

　

　

ま

き

ま
　

　

ま
さ

の
ぶ

旗
本
宇
佐
美
家

・
久
貝
家
の
墓

の
墓
で
す
。
宇
佐
美
氏
の
後
、
岩
崎
村
を
知
行
し

た
の
は
久
貝
正
信
で
、
以
降
、
久
貝
氏
は
幕
末
ま

岩
崎
彫
獅
子
舞
を
当
地
に
伝
え
た
と
さ
れ
る

地
頭

（旗
本
）
の
宇
佐
美
長
元
の
墓
が
、
瑞
岩
寺

境
内
に
所
在
し
ま
す
。

宇
佐
美
家
の
墓
は
三
基
あ
り
、
徳
川
氏
の
関
東

入
国
後
、
岩
崎
村
を
知
行
し
た
と
い
わ
れ
る
宇
佐

で
同
地
を
知
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
墓
石
の
ほ
か
、

宇
佐
美
長
元
の
墓
の
右
側
に
石
灯
籠
が

一
基
、
墓

所
入
口
に
常
夜
灯
二
基
が
建

っ
て
い
ま
す
。
こ
の

石
灯
籠
と
常
夜
灯
は
、
延
宝
五
年

（
一
六
七
七
年
）

正
久
と
推
量
さ
れ
ま
す
。

七
月
に
久
貝
正
方

（正
世
の
養
子
）
が
、
正
俊
と

正
世
の
供
養
の
た
め
に
奉
献
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り

「旗
本
宇
佐
美
家

。
久
貝
家
の
墓
」

は
久
貝
正
方
が
整
備
し
た
と
推
量
で
き
ま
す
。

『
寛
政

重

修

諸
家
譜
』
に
は
、
宇
佐
美
長
元

は
瑞
岩
寺
に
、
久
貝
正
俊
は
交
野
郡
中
宮
村

（現

在
の
大
阪
府
枚
方
市
）
に
葬
ら
れ
た
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
久
貝
氏

一
族
の
葬
地
は
別
に
あ
り
ま

す
が
、
宇
佐
美
家
と
の
縁
な
ど
か
ら
、
当
地
に
も

墓
石
が
建
立
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

久
貝
家

の
墓
は
計
六
基
で
、
久
貝
正
俊
と
そ
の

妻

（宇
佐
美
長
元
の
娘
）
、
及
び
二
人
の
間
に
生
ま

れ
た
子

（正
偏

・
正
世

・
正
信
）
と
、
久
貝
正
信

美
長
元
と
そ
の
妻
、
及
び
宇
佐
美
氏
縁
者
の
墓
で

す
。
こ
の
宇
佐
美
氏
縁
者
は
、
久
貝
正
俊
の
庶
長

子
と
し
て
生
ま
れ
、
宇
佐
美
長
元
の
養
子
に
な
り

う

　

■
ｃ
　

み

な

か

と

し

ま
し
た
が
、
後
に
長
元
に
男
子

（宇
佐
美
長
歳
）

が
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
久
貝
家

へ
戻

っ
た

く

が

い

ま
さ

か
た

と

し
た
だ

所
沢
市
大
字
山
口
四
〇
０
番
地

西
武
池
袋
線

「西
所
沢
」
駅
下
車

徒
歩
約

．
三
分

発
　
　
行

編
集
協
力

平
成
二
六
年

一
〇
月

一
一
日

岩
崎
獅
子
舞
保
存
会

岩
崎
上
町
自
治
会

岩
崎
中
町
町
内
会

岩
崎
下
町
町
内
会

所
沢
市
文
化
財
保
護
課

※
こ
の
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
は
「平
成

２６
年
度
所
沢
市
紡
ご
う

絆
地
域
応
援
事
業
」
の
採
択
を
受
け
製
作
し
ま
し
た
。

▲旗本宇佐美家・久貝家の墓


